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放送大学

山田恒夫



放送大学生の年齢階層分布

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

放送大学ホームページ（2018.11.21）
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生涯学習とは

初等中等教育

＋

高等教育

＋

リカレント教育

＋周死期教育

（学習）



学習とは

個体発生における適応過程

cf. 系統発生

有機体＋機械



電子学習環境とは
✓だれが（全員？）
乳幼児から高齢者まで、

インタフェース、生涯学習記録

✓どのような目的で何を学ぶのか
職業に必要な知識技能～教養～

哲学（「死の練習」、パイドン）

✓どのように学ぶのか
学校教育/インフォーマル教育、パーソナル学習/グ
ループ学習



次世代電子学習環境＝
NGDLE

EDUCAUSEとIMS GLCの共同研究





NGDLE？

⚫“The next generation digital learning 
environment “

⚫「次世代電子学習環境」

⚫ ありていにいうと、「LMSの次」

N2GDLE (EDUCAUSE Review, August 
2017)
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ツールのPlug & Play

10

Rob Abel, IMS Global



カリキュラム

学習プラット
フォーム/ポー
タルL/LOR

学生情報/ERP
システム

IMS Caliper
Analytics

フレームワーク

教育イノベーション
のための

IMSアーキテクチャー

機関
アプリ
カタログ

パートナー
機関アプリ
カタログ

Peer-to-peer ネットワーク

IMS アプリケーション
共有・統合

メタデータ

アプリ
データ

介入
（Interventions）

クリック
ストリーム

IMS コンピテンシーサービス & 学習標準
フレームワーク

IMS 教育バッジ& 成績証明書

学習目標
パスウエイ

学業成績
（Achievements）

INSTITUTION
分析

SUPPLIER/
DEVELOPER

分析
IMS 標準による

シームレスな事業統合

評価
（アセスメント）

アプリ
ツール

LOR: Learning Object Repository
（学習オブジェクトレポジトリ）

ERP: Enterprise Resource Planning
（経営資源計画）

Original Copyright: Rob Abel, IMS Global



NGDLE:目標



デジタルバッジと電子成績証
明書

◆ デジタル化

◆ 認証を受けたコースやプログラムのプロバイダー

が登録者ごとに発行する

◆ 修了や成績の証明だけでなく、授与者の個人情報、

コースやプログラムの内容、習得した知識体系やコン

ピテンシーも記述できる

◆ 改ざんできないように暗号化

◆ インターネットを介し、共有流通、分散して保存

（バッジ）：ブログでの掲示、就職活動での利用
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Badge Ecosystem



山田恒夫（2015.12）.  MOOCと学習解析.：教育革新のための情報基盤に向けて 情報処理学会
論文誌「教育とコンピュータ」、1（4）,1-11



NGDLE: パーソナル学習の実現

パーソナル学習環境における

最適化学習過程

カリキュラム
標準モデル

包括的
パーソナル
データ)

素材型教材

Learning
Objects

AIチュータ共有対象

学習解析ポリシー

Yamada, T. (2017.9). Users’ capacity to access, reuse and share OER: NGDLE for OER. Panel presentation at 2ND 

WORLD OER CONGRESS “OER for INCLUSIVE AND EQUITABLE QUALITY EDUCATION: FROM 

COMMITMENT TO ACTION”（17-21 September 2017, Ljubljana, Slovenia） の日本語訳



NGDLE：生涯学習向け

◆ 生涯学習ポートフォリオ
◆学習履歴＋「生きた証」

◆「Trust」をベースにした共有流通

◆最終的な抹消手段

◆ 高齢者に適した学習環境の整備
◆アクセシビリティのさらなる改善

◆音声、脳活動の計測


